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23) 鈴木道雄．統合失調症の発症について．シンポジウム. 統合失調症について解明できていないこと．第 11 回日本統
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27) 高橋芳雄，松井三枝，中島允丈，高橋 努，鈴木道雄．No reduction of callosal size on mid-sagittal plane in first-episode 
schizophrenia: a cross-sectional MRI study．第 39 回日本神経科学大会；2016 Jul 20-22；横浜． 
28) 高柳陽一郎．米国における精神科疫学研究の教育と研究機会について．シンポジウム 40 日本の精神科領域で大規模
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1) 古市厚志．向精神薬の薬物相互作用を考慮する必要があった緩和ケア症例．緩和ケアを考える会；2016 Apr 16；富
山． 
2) 古市厚志．薬物相互作用の視点が必要であった緩和ケア症例．緩和ケアを考える会 2016 in Ishikawa；2016 May 26；
金沢． 
3) 古市厚志．研修医のメンタルヘルス．第 14 回臨床研修指導医養成セミナー；2016 Nov 19-20；富山． 
4) 樋口悠子，住吉太幹，伊藤博子，西山志満子，水上祐子，鈴木道雄．統合失調症および精神病発症リスク状態に対
する ω-3 不飽和脂肪酸の効果研究．第 12 回統合失調症研究会；2016 Feb 13；東京． 
5) 樋口悠子，住吉太幹，小森祐子，鈴木道雄．統合失調症治療におけるブロナンセリンの位置付け．DS フォーラム富
山 2016～有害事象を考慮した患者にやさしい薬物療法～；2016 Oct 14；富山． 
6) 樋口悠子．富山大学附属病院におけるエビリファイ LAI 使用症例からの考察．エビリファイ持続性水懸注射用発売
記念講演会 in 富山；2016 Jul 29；富山． 
7) 木戸幹雄，田口芳治，山口幸志，松岡 理，高橋 努，鈴木道雄．進行性失語が疑われる 1 例．第 11 回デメンシア
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8) 木戸幹雄．認知症の診断と治療．富山大学市民講座 2016 認知症最前線；2016 Oct 22；富山． 
9) 木戸幹雄．若年性認知症について．若年性認知症ネットワーク研修会；2016 Dec 9；富山． 
10) 西山志満子，鈴木道雄．ARMS 認知行動療法．日本医療研究開発機構（AMED）障害者対策総合委託事業 Health and 
Labour Sciences Research Grants for Comprehensive Research on Persons with Disabilities「精神疾患患者に対する早期介
入とその体制の確立のための研究」班 平成 28 年度第 1 回班会議；2016 Jun 10；東京． 
11) 笹林大樹，高柳陽一郎，西山志満子，高橋 努，古市厚志，木戸幹雄，西川祐美子，野口 京，鈴木道雄．初回エ
ピソード統合失調症患者における脳回形成異常と臨床指標との関連．第 11 回 IGC 第 7 回 COCORO 合同会議；2016 
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12) 笹林大樹，高柳陽一郎，西山志満子，高橋 努，古市厚志，木戸幹雄，西川祐美子，野口 京，鈴木道雄．初回エ
ピソード統合失調症患者における脳回形成の変化と遂行機能障害との関連．第 11 回 IGC 第 16 回精神疾患と認知機
能研究会；2016 Nov 5；東京． 
13) 鈴木道雄．シンポジウム「認知症を知り、支え、つながる」を開催して．心と社会．2016 Dec；47(4)：11-3． 
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